
研究ノート

早世の音楽家　責志康一
－生誕100句二に寄せて－

堀　内　泰　紀

忘れられたワ世の占楽家貴志康一（1909～1937）。2年前の没後70年、

そして今年の′1一誕100年に当たって新たな光が当てられたとは言え、その名

はいまだに広く知れ渡っているとは旨い難い。そこで乱と、の名の起りを願って、

彗星の如く駆け抜けて逝ったその生涯を辿ることにする（，

現／【の和歌‥恨紀ノ川両賞上川町が、員志康一の父祖である紀州添上貴志家

が居を構えた地である。明治4年（1871）の廃藩開封ま、維新政府が断子Jし

た数多くの改革のなかでも、とりわけかつての支配邦皆級であった武十の特権

を奪う箪命的大手術であった。それを契機として、旧紀州藩f貴志亀之進の次

男で康一の祖父になる㌫ぷ腑イI術門は大l蜘こ進川、心斎橋筋で洋反物成人とし

て成功し一代で肘を成した‖

康一は1909年3ノ」31日、爛右衛門の長男である奈良　＿郎を父に、カメを

母として‡■iふ家の長門として誕生、9城まで現在の大l坂市都島l朗網島町で育っ

た。父は祖父が創業した繊維問屋をf止、ぐ営むことになるが、東京帝大哲学科

で実学を専攻し、芸術・文化への理解の深い趣味草かな知識人、何は代々皇室

に献卜米を納めてきた吹Hの′豪農・ル尾のIl像西尾家の二女であった。その邸

宅は、母屋、離れのほか茶半や露地までも備えており、現／1は文化遺席として

「吹＝文化創造交流即日　となっている。つまり、康一は】別力と知力」を兼ね

備えた家に′【を享けたのである。それは被の′ほれるちょうど100勺前、啓

蒙i二義時代の暑名な哲ツ石であるモーセスを祖父に、富裕な銀行家アブラハム

を父として商都ハンブルクに′仁まれ、今年生誕ZOO勺を迎えたフェリックス・

メンデルスゾーン・バルトルディ（1809～1847）を思わせる。貢ノよ康一の

風貌は、日本人離れした百ちの良い優男風であるし、その作品からも、メンデ
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早世の苦楽家　貴志康一（堀内）

ルスソーン張りの伸びやかでみずみずしい叙情性が聴き取れる。

康・の芸術的才能の基盤は、子供たちの健康のために一家が1918年に転属

した瑚／lの／寺屋トト1伊勢町で築かれた。子供の個性を尊重し、伸ばしていこうと

いう円山闊達な校風のq」南小学校5年生に編入し、、Ii初画家志望であった康

一が6丹生の喝に描いた浦絵が貴志康一再己念室に掛けられている。それはと

太田雷二郎作「子供の家」表札（学校法人甲南学園貴志
康一喜己念室所蔵）

ても子供の千に成るとは

思えないタッチで描かれ

ており、みずみずしい躍

軌感が画面から溢れる見

事な什上がりである。ま

たその頃から、録の古楽

のIll帥大柄純　郎にヴァ

イオリンのレッスンも受

け始めている。1920年

には、日本家屋の本宅に

加え／倶（当時揖志家は

一一一円ノ＼女）の惜裸教育のために洋館が増築された。古楽軍、アトリエ、演芸等、

裁縫室も備わったその館には、父の友人でもある康　一の絵の死生、太H喜二郎

作「J′供の家」（LaMalSOndesEnfants）という洒落た表札がかけられていた。

その書架￥で、l叩封it界最高級のドイツのイーバッハ社製アップライト・ピアノ

を・弾く妹をモデルに拙かれた、15歳の康一作の絵も記念室に収蔵されている。

パリのオルセー美術館に所戯されているオーギュスト・ルノワール（1841～

1919）のγ－イ1「ピアノの前の少女たち」（1892）は、高価な家庭用ピアノを

／女に禅かせる光景と奥に飾られた絵や調度晶を描いて、近代ブルジョワ家庭

の豊かな′l活ぶりを小しているが、康一の絵はまさにその日木版とも言えるで

あろう。■）

明治後期から昭和初期までにかけて阪神閻モダニズムと呼ばれた時代、

1905年に開業していた阪神とともに、1920年に阪急‘最中が阪神l榊こ開通し

て以来、そこは富裕屑の別荘地であった1－後に深江文化村と称されるようになっ
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甲【日の洋楽家　㌫志康一（堀内）

た芦矧Il内科こ払殺された洋館准丁には、9カl玉113系上1もの家族がJ甜していた〔

そこにロシア市命を逃れてきた苦楽家が移りTiんだことで、すでに周辺に住ん

でいた欧米出身の音楽家とともに、康一少叶の周りには居ながらにして国際的

な苦楽サロンができていたのである。

叩南申学校での視力傾杏で色‘毘異絹を′占；」，されたこともあって喜楽に身を入

れ始めた康一は、理想的な殿上指のもと、ロシア楽派の父レオポルド・アウアー

（1845～1930）l】l了卜のミハイル・ウェクスラー（1896～？rHにウアイオ

リンを、オーストリア出身の作曲家・指揮ポのヨーゼフ・ラスカ（1886～

1964）に宵楽理論をツんだ。そして甲南高校に進学した16故の脚こは、プ

ロの藷楽家になる決意を固めたようである。代表作のひとつ「ヴァイオリン協

奏曲　イ嬬剛（1931～1935）などにロシア的な情趣が顔を覗かせるのは、

少年時代の音楽現頂に因るのだろう。

スイス留学中

1926咋12†］甲南高校を2作で中退、留

学のため単身渡欧した17歳の貴志は、翌

27年中々スイスl■くけ／ジュネーウ菖楽院

（1835年し役＼一／）に入ツし、ヴァイオリニス

トとしての道を歩み始める。この確信に満ち

た決断と素早い子†動は、彼の人性がさせたも

のであろう。留学後のヨーロッパでも′L火の

伸ひやかさが遺憾なく刑押されることになる

が、資料調査のため几£康・記念室を訪ねた

筆書は、保管されている約600適の．1澗類

のなかから　▲巣の絵葉誓を見つけた（以ド原

文・JJ川））

「パラダイスの様なハイロイテ。　いよいよ今日からここでオペラを聞きま

す。詞いつの旅はなかなか而「lいです。不なれなので失政もよくやります、が

後での思ひ川はなしです。こちらは岩くありませんり斬なんか寒い付です。日

本よりははるかにしのぎ安いです。人気もほぼよいので人変粘梢です。食もの
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早世の吾楽家　揖志康　（堀内）

は・人ですからいかな僕もおく病にならざるを得ません。ミュンヘンでは円本

料和もひさしぶりでたべましたし日本語もしゃべりました。日本語はまだ忘れ

ません。　バイロイテ　康一」

1927年7月22日の消印が押されたこのバイロイト祝祭劇場の絵柴．1‡は、

シベリア鉄退矧日の便で故国の母カメに宛てられたものである。ジュネーヴ告

楽院ヴァイオリン利巾等クラスに入学、わずか半年も経たない6月の試験でプ

ルミエ・プリ（一等i■i）を受賞した18歳の揖志は、夏期休暇中にヨーロッパ

ハイロイトにて

に来て初めての一人旅でバ

イロイト祝祭（Bayreuther

Festsplele）に川かけてい

たのである。ひと気のない

祝祭劇場を背景にニッカー

ボッカー姿で渥影された写

真が遺されているが、それ

はこの桧葉習とともに、彼

⊥血し　の惰れやかな幸福感を伝え

ている。

1876年に始まったバイロイト祝祭は、今でこそ毎夏開催されているが、当

初は賀金ィ、足もあって度重なる中断を挟みつつ開催されており、とりわけ第

一次人戦勃発の翌1915勺からは長い中断を余儀なくされていた。ようやく

1924年に再開されたものの、それに備えて貯えられていた寄付なとによる基

金は平時なら祝祭の運営に充分であったが、戦後のインフレ激化のために価

偶が激減してしまっていた。そのため翌25年は閲促できたが、26年は再度

休止という状況であった。当時は創始者リヒヤルト・ウァーグナー（1813～

1883）の一人息子ジークフリート（1869～1930）が、母コージマ（1837

～1930）の後継総監督として祝祭を運営していたが、このような状況の下、

彼は祝祭を運営するには切符の売りさばきに相らざるを得ないと判断したよう

である。2）

貴よが留学後初めての夏にバイロイト祝祭を訪ねることができたのは、そう
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｝†汁のH業軍　とri志康一（堀内）
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1927年バイロイト祝祭『ラインの黄金」l上演データ（提供リヒヤルト・ウァークナー

博物館）

した絶好のタイミングであった－∴絵葉．1‡の汁jEHに拠ると、彼が兄ず聴いたのは

rlラインの黄金』（フランツ・フォン・ヘスリーン指揮）である（1927年7ノー1

22H卜演）。‾ニーへルンゲの桁瑞　の切和ま4潰目通しのセットで版元され

るのが適例となっているので、彼はおそらく全州肘1を聴いたのであろうが、

その叫こ「演された他のi削I Hパルジフアル』と久々の新前山のl「トリスタン

とイゾルデ．1を軌、たかどうかは定かでない「，貿金調達のためもあったのであ
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引lLの苦楽家　揖志康一（堀内）

「＼＼－

笥J′ト…設

紬しノ払む
不二㌧ゼノ．動畑中℃

●　　　　　－

七1烏

1927年ハイロイト祝祭ライヴ録音SP盤ジャケット表紙と指揮者のサイン（筆者蔵）

ろうか、この年8月の祝祭劇場初のライヴ録音で、SP時代に大反響を呼んだ「神

秘の奈落」りの嵩が退されている。『ラインの黄令．口、『ヴプリレキューレ11、hJジー

クフリート八　そして1パルジフアル』からの抜粋が録宵されているが、幸い

にして我々も現在その復刻CDで貴志が聴いた淡奏を聴けるようになったので

ある。侶

1928年9日貴ぶはかねてからの念願であったベルリンに移り、、Il地の宵楽

人ノアで名教師カール・フレッシュ（1873～1944）に帥串する。ヘルリンで

購入した、当時の時価で6力ttJ（大学川のサラリーマンの初任給が60l■川り後

という時代）ものストラディヴァリウス「キング・ジョージ　＿11115）を供えて、

約1年後にシベリア鉄道を使って一時帰国した20歳のFi志を、各紙が「6万

l」はいふγ．片諸抱いて、書き貴志才Ⅰ帰る」と．1‡き立てている。それにしても、弱

冠20歳の息J′の破天荒な決断を、選巡しながらも遂には承諾した父稲右衛門

（1923年に初代爛れ衛門が病没、家業の繊維問局を継くに当たって貴志の父

奈良　‾郎が　＿代Hを襲ダー）の度目の広さには、驚きを禁じ柑ない。

帰国後1年も経たない翌30年5ノ1に貴志は再び渡独、再度ベルリン再楽

大学でウアイオリンを学ぶが、同時にパウル・ヒンデミット（1895～1963）

にイ／llllトを師事している。じ）ヴァイオリニストとして「1本で脚光を浴びるのは、
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甲世の音楽家　LLよ康一（堀内）

▼＼洋子蹴りのエリート軋1、康

・にとってはさほど困難な

ことでなかったかもしれな

いい　しかしIll昇に11をやれ

ば、1929年4日にその演

奏を聴いて衝■撃を受けた

7歳咋少の神・17ユーディ・

メニューイン（1916～

1999）や8歳il長のヤッ

ヒンデミットと共に　　　　　　　　　　　　シャり、イブェッツ（1901

～1987）など、ヴァイオリン狸の俊英が縦横無禄に溝躍していた。さしもの

貴よもヴァイオリンでは太ノ川ちできないと感じたのであろう。7）31咋7H

には再帰国するが、その頃からは作目llに本楕的に取り糾み、さらに日本文化の

紹介活動も志している。H－ここでも、貴志の柔軟さと素いい行動力が遺憾なく

発揮されているのである。Hノ上、作一榊〕l馴所に、日本人椚曲家には珍しい告域の

フルトヴ工ンクラーの自宅にて（左から

康一、フルトヴ工ンクラー、苦楽ジャー

ナリスト加藤鋭五）

跳躍l一や鮮やかな転調が散りばめられて

いるが、それも天明のなせる業と言え

るであろう。

㌫ノ揖ことっては最後となる翌32くI

llnからの二度11のベルリン滞在■丁T、

彼は作曲に加え指抑溝動と日本紹介の

文化帆叫制す1なとにも身を入れ始め

ている。‖）指揮ポ・作111懐のヴィルヘ

ルム・フルトウェンクラー（1886～

1954）との交んも始まり、数勾後わ

ずか25故のIr護でヘルリン・フィル

を客演指揮する機会も与えられた。1。J

彼は第一次へルリン滞／1（1928～

29）から、旧西′＼ルリンの■い心クー



甲世の書架家　貴志康一（矧刃）

1歳顎監せ

h血p句血此
・1巧＋ささ

deゝplll111plmn　ロロ川血r110「血FllllTI

ROIⅢl RISHl

■　　一　　　　　・－・

員恵康一指揮へルリン・フィルハーモニー管弦楽団
1934年11月18日演奏会プロクラムより（提供　学校法人甲南学園貴志康一記念室）

アフユルステンダムに近いシャ

ルロッテンフルク【メを／上沼の申

心にしている。彼が鼠も長く懲

らしていたモムセン街には、♯

い第　二次人戦の破壊を免れた

20L吐紀初頭からの堅牢なイ†宅

も残り、往時の重厚な基細！気が

漂っている。その角地には彼が

作仙を師事したヒンデミットの

名を冠した広場もあり、ヘルリンでの貴

志を今身近に感じられる格好の地となっ

ている。

ベルリン日独センターを会場とし

て、2009イ13JllO H　か　ら4月17

口まで、「rl商人一、予とベルリン日独セ

ンターの共催で‘‘Koichl KISHI－Eln

諾誓誓諾蒜ヒl蒜荒JungerJaPanlSCherMusikerlnBerl】n
ク噴水（筆者撮影）　　　　　　　（1928－1935）’1と題した生誕100牢記
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早世の苦楽家　比且、康一（堀内）

写真展の開催されたヘルリン日独センター（筆者撮影）

念の写真展が開催され、彼のベ

ルリンでの情動の軌跡、そして

日独交流への熱い思いが紹介さ

れた。

1935年5Jlに帰同すると、

H志は日本で文字通り獅子哲迅

の活動を始める。しかし、翌

36咋6月には盲腸炎をこじら

せた腹膜炎で病床に就いて

器崇ご℃T慧霊豊ご黒雲　しまう。そして三度の手術
ナ：、uこ■MN、こくJh　　一、、い．．．．‥‥・．．．＿＿．－．．．

ニ冨叫’：：芸二三器ごこ　　を繰り返すが、家族思いの

K8ichiKISHl
【lnJUngeりaParllSCherMuslkerln8e川n（1928・35）

10（】3－170－I2（】09

【rdfrnllngderAu弘tel【＝rlgamDLen～18g■denlOO3200g．um19Uhr

Elntrlttlrel

彼にとっては、Rらの病に

追い撃ちをかけるかのよう

に同年晩秋と初冬にデすい妹

と父を仙次いで喪ったこと

が、何より人きな衝撃と

なったのであろう。芦屋の

「1宅で療養／1▲活に入り一時

は快方に向かったものの、

見果てぬ夢を呵えることな

く、1937什11月17日

貴志康・は心臓麻痔で急

逝。28歳のムさであった。

そして、その後のきな臭い

日本で、紋の名と存在は忘

却の彼方に去ってしまった

埴卿【州珊小曲肋．肋が。仙川，…調川岬触叩山師〟　　　のである‖
叫仔細叫血呵師湘／r山ノ肋敗坤加1伽「伽伽Ib血■l廿日棚bI

Hノよ家の菩提寺は、臨

ベルリンでの展覧会チラシ　　　　　　　　　　　　済宗妙心、牛派の人本山で
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甲Ilとの菖楽家　貴志康一（堀内）

ある京都花園の古利妙心

寺内に、篤信の初代禰右

街門が1918～22年にか

け修復・再興した塔頭徳雲

院である。1919年7月に

は、貴志家の立派な墓碑が

院内の墓所に建l‘工されてい

る。11）

妙心寺徳雲院墓所にある員意表の墓（筆者撮影）　　貴志康　一がナポリから神戸

に向かう帰国の諏訪丸船1で煩った長文の一部を紹介し、本稿の結びとする。

「このたび渡欧して以来、僕の気持ちにかなりの変動があった。自然苦楽に

対する考えも変わらずにいられなかった。十七歳のときから了▲に欧州にて教育

を受けた僕には、西洋音楽の美しさ、深さ、大きさが骨髄にまで潜み込んでい

る、と同時に、dLi洋菖楽を楽しめば楽しむはと、日本人として何かしら日本よ

り次第に遠ざかって行くやうな淋しい気持ちが湧きL］本が恋しくなり、日本芸

術に憧憬を抱くやうになって来た。近来好んで和楽に親しみ、日本苦楽の専門

家諸氏と交際するやうになったのも、一に彼らにより僕の「渇」を治してもら

ふためであった。僕は提琴家だし、今でも弾いている。提琴によって炊州大天

才の芸術に拷するとき、そこにはいひ知れぬ楽しみがあったが、またその一血

に何となく寂蓼を感ぜざるを得なくなって来た。凡てが借り物だ。借り物をま

た人に侶り物として紹介して喜んでいるのだ。どうして自分白身のものを生み

出せないのか、仮令それが未熟な不完全なものであらうとも　一一かういふ不満

から僕は作曲に人らざるを得なかった。そして意識的にか無意識的にか、それ

には何か我々の人種の血が通っている東洋の香が曲の1畑こ惨み人らざるを得な

かった。それを私はどんなに富んだことだらう。広人な他人の邸宅に寄住させ

てもらふより寧ろ小さいながら自分の家に住んだ方がどれだけ落石くか知れな

い。」12）
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【付記】

1・貴志康瀾樋の写真は、特言己したもの以外いずれも「学校法人甲南学問

貴志康‾一記念室所蔵資料」である。なお、本木射ま．rBrunnen”2009年6月り（郁

文堂発行）所収の拙稿L「人器免戚」lに人幅に加筆したものである。執制こ際し

て、l祁己念室の内野順了さんに資甘い情報等の提肌でこ協力をいただいた。こ

こに謝してお礼申し卜げる。

2・1927年バイロイト祝祭のデータ提倶については、バイロイト友の会・郵

務局長イーナ・へツサーーアイヒラー女史、並びに臥‘（ヴァークナー文書鮒の

フェッテインガ一博仁に便宜を悩】っていただいた。ここに謝してお礼申し卜げ

る。

注

1）画Jに恵まれたメンデルスソーンも、素人離れした兄・わな川来栄えの風景画など数

多くの作品を遺している。亡は康一は日伝風如編小説［恋l（人発表）を1931～

32叫こかけて．けいており、その（二）初恋には以下の描写がなされている。

「日焼茂（人語折li人公〃）γ．）がl　の見、豪放は大阪と神J】との11問にある

芦屋と云ふ所に属を移した。勿論これまでも夏休みにはl山側と柑こ毎年封封こ海ノk

浴に来ていたが、茂遁′■＼人兄妹にはr唱が非隅こ好きな所たったのと、大阪市中は

どうも空気が悪いし騒々しいし期）l通学にも危険なので、ト欄も一つには当時流

行の郊外′Ⅰ活の人勢にJlされ軸Hlに「J’イ則〕為の家」を建てた。（中略）了供の軍

は名々趣味布劉こ依り、戊には絵l呵壬、或る妹には苦楽や、演工室等、叉洋餅の好

きな裾こは洋餌、母など坐らないと落イ▼■かないとムふ者等には日本銅、兎に角家全

体が√供本代で生爪も」′倶本柏の生活だった。、（中略）此の栗しい明るい家庭の茂

は剋こ幸福であった。そ町刺鵬維）感化、それによりノノを犯て流刑と仲ひつつあっ

た彼の心身は剰こすばらしいものだった〔」

2）1876勺二に始まった′くイロイト祝祭（BayreutherFestspICle）は、一榔こはハイロ

イト吾楽祭として賃いられ、ウアークナーの歌劇・楽劇のうち附きまよえるオランダ

人』以降の作晶のうち5～7作品が選ばれて用・iされる、岬邦で最も署名な音楽祭

のひとつである。7日末から約1ケJ」余り、ドイツ辿邦ハ和国ハイエルン州の北東
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部に樟椚する、フランケン地力の旧辺境他聞の中心地ハイロイト小で開催されるが、

毎咋開催されるようになったのは、第一次大戦後の財政上の問題が解決された後の

1951年からである。ただし、ヒトラーがウアーグナーの熱紺的な愛好家であった

ため、多大な幸l旧助金で経済的人基盤も保ま1ほれ、1936イlから44勺一まではナチ政権

下のドイツの重要な文化政策として、祝祭は敗戦の年の夏を除いて第一次人戦中も

川威発揚と印判慰労を兼ね毎夏間借ほれていた。この閲の演目はDニーヘルンクの

桁環lとりさまよえるオランダ人rlに恥IlL、、IJUと紀以卜も「漬されてきた「パル

シフアルrlはねlmから初めて外された。1943年と44年にはドイツの芸術を称え

る終結郡を持つ；「ニュルンヘルクのマイスターシンガー・1のみが演目に残った1）世

相のウアークナー愛好家にとって、まさに「聖地」ハイロイトでr刺挫されるこの祝

祭を訪れることは、今なお宗教的な巡礼に喩えられるほどである。

3）バイロイト祝祭の会場となる1876年に完成した木造の祝祭劇場（FestsI）】elhaus）は、

ウアークナーl一卜身の設計で、通常の歌劇場とは異なった構造で建設されており、オー

ケストラピットが観客席からは見えない舞台のトにある。そのため、そこは「神秘

の奈落」と呼ばれている。奈落から観客席に届くオーケストラの響きは、独特な楽

毘配苗も相保って軟手の声を掻き消すことなく絶妙なバランスが保たれており、他

の歌劇場では決して体験できないものである。そのハランスを保つ轡きをオーケス

トラから引き出すために、指揮者には並外れた能力が要求されることになる。

4）uBayreulhFeStlVal．1927”PrelSerRecords1999

5）1－i心はヘルリンにl／りかう途「パリにも＼■／ち寄り、演奏会川のウアイオリンを求め

様々な楽器を試奏し、故国の父宛に報告している。1929年81］にへルリンで購入

したこの楽比は1710年製で、19lL「糸己初頭には英同上ジョーシ　世が所有してい

たため、その名で呼ばれている。現／lのIl川面では、およそ2億†程腱と考えられる。

6）貴志が　二度Uのヘルリン留、≠時代に師事した彼の兄弟子でもあるヨーセフ・ヴオル

フスクール（1899～1931）は、カール・フレッシュの高弟で、抜群の才能を持ち、

すでに教授の称巧を得てヘルリン国、‘／歌劇場管弦楽川のコンサートマスターにも就

いて将来を嘱望才されていたヴァイオリニストであった。名ウアイオリニスト、フリッ

ツ・クライスラー（1875～1962）からもHをかけられていたほどであったが、現

在ではほとんどその名は知られていない。絶頂期の1920咋代未の録許が遣ってお
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早ド十の菖楽家　出志康一（馳内）

り、その復刻盤CDでの潜としたたたずまいの演奏を川こするに付け、比且、と同じ

く急死、り世が情しまれる逸材である。

7）恵まれた環境のもと本構的にウアイオリンのレッスンをノ劉ナ始めた康一少年は、

1923年11月にハイフェッツ初火日の演奏会を父と　一緒に人l坂と則り一で、それぞ

れ一【Hlつつ聴いている。それだけに一層、ヨーロッパ留ツ時にも彼の輝かしい演奏

を聴き、その抑制はりをHけ当たりにしたL‘i′畏ま、憧憬と同時に世卵を舞台にヴァ

イオリン界で汀ホを博すことの難しさを身に沌みて感じたことであろう。

8）ドイツの如人雑誌”DleDame”Hcft2（1931年10Jlり）に、貴志は「私の家族」rMelne

Faml】1e’’）と越したドイツ詔での随想を、両親・姉妹・弟の‘′JJ一ミ入りで寄稿している。

旧制甲南一eJ校畔代からすでにドイツ誹を？ひ、第一次へルリン滞在しいには甘楽を学

ぶかたわら、演劇′学校にも適いドイツ語や演劇史をツんでいた彼は、遠く離れた故

国の家族への思い、甲遺、ニ：孜、桃と端午の節句、L夕やお盆の行事なとを素直な

ドイツ語の文章で織っている。そのl姓想■■1頑の　即を原文で小しておく。

－Ich b】nJapaner und studlereln Bcr）ln DleSeS Lebenln dleSCrSChonen．

gro〔ienundllebenswurdlgenStadlmachtmlrVlelFreude．welchenurdadurcheln

Wen］ggetrubtw】rd▼daL5］Chvonmc）nerFamlLlegetrennth】nunddaL3d】egrOBe

EntfernungclnOfteresWledersehennlChtmog】lChlSt DennerstensISteSkem

Vergnugen，）n14taきち1gerRelSedurchSLblllenZurOuen．undzweltenSIStdasauch

lmmereLneetWaStOUreAngelegenhe）t Aberelnelebhafle　－hauptsachllChvon

SellenderFam111e　－　undcrfrcultcheKorrespondenZunddersteLlgeAustausch

vonFotosIStmlrelnklelnerTIOSt“

9）1933叶には、L∫iノ山まドイツを代表する峡両会社サーフアの文化鋸鋸l峡両l鋭fぐDer

Spleger）と幡」l（hDerFruhllng”）を監博し、前者には【一lらHl演するとともに向

作品の付随吾楽も†′川力している。さらに翌34勺3月29日にはウープア交響楽団

を指挿、ソプラノ耽「マリア・バスカを迎えてl上1作の閂弦楽組曲・lll本別軌　と

オーケストラ伴奏の歌曲8曲をプロクラムに机んだ「け本の夕へl日apanlSCher

Abend”）を閲併し、ヘルリンの聴衆から熱烈な喝采を浴ひている。その様子をベル

リンで発行されている新聞賞紙が活き活きと伝えている。25歳♂誕¶lをIFl前に

控えた彼の占びを†云える、故周の家族に宛てた書簡も遺されている
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10）この演奏会は、独卜】協会の後援で1934年11月18口（口）に開催された。プロク

ラムは以卜の通りである。前半は、1クルック　hアルチェステ畑序曲　2　⊥Ti

ノ鉦k　一交矧仙」仏陀rl　3　把ノ且、康一オーケストラ伴奏付歌l…6仙（ソプラノ●M

バスカ）。休憩を挟んで後、Ilは、1クロード・ドビュッシー　L一牧神の′†後へのrll

秦【1如　211ノ山長一一’人オーケストラのためのIlH本のスケッチ」　3　リヒャルト・

シュトラウス　交響一撃詩「テイル・オイレンシュピーケルの愉快ないたずらん　へル

リン・フィルを相丁に、自作を中心に糾え、彼の作風にも完l壬轡を与えているドヒュッ

シーの川t什作、そして最後には名実共にソj囁ドイツ吉楽界の最高権威であった、R

シュトラウスの間奏至難の交響詩をプログラムに組んだ、苫き几Å、1蚕　一の捌歳と心

意気が遺憾なく伝わってくる演奏会である。とりわけ後者は、シュトラウスが職人

的なγl曲技はを駆使し、作曲当時の頑迷何個な批評家達を皮肉ったところもある山

であり、それをプロクラムの最後に据えたのは、独立ィ、欄の快男児貴志の曲目舶掩口

たるところである。ベルリンの新聞各紙の拙．．－ドも、概ね好意的である。それにして

も、25歳の彼のへルリン・フィル登場はH本人としては近衛秀酢こ次いで一人目

であるが、その昭までにさほど指揮の経験があったとは言えないだけに、まさに画

期的なrll来車である。この初登場が翌年の仙1抽前のレコード録打に繋がったこと

は、想像に難くない。

11）妙心寺は、その広人な山l畑こ46もの増頗寺院が上、ミ任する、2009叶に閲Il偲相人帥

′1、寂6501ト大法会の年を迎えた京都花【刺こある市制である。ちなみに、指志康一の

戌鋸　始錘院安康道一丁．－H二。その院号は、妙心寺法登内に収蔵されている698咋†1

のわが国最古の在銘題で、形・雷色付こ優れている「菰鍾調（おうじきちょう）の£凱

緑のもので、いかにも浄上の彼に相応しい。吉田兼好も「徒然草」第二白　＿l殿で、

線路胴の鐘の喜色の豪咄らしさを「ノ、しそ紺の声は蛍抑調なるへし。これ無常の朋了、

祇園精舎の無用院の声なり」と請えている。

12）この引川は、佃玉I直後貴志が川り1は「曾舘埜術」1935年6ノ】掛こ「軟州航路　▲題」

のタイトルで発表した随想の一部である。日本でその後の且且、が歩む道筋が嶋示さ

れているかのようなこの随想を読むにィ、」け、未完に終わった人出の早世が惜しまれ

てならない。
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